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高 冷 地 に お け る 野 菜 作 経 営 の 展 開 と 土 地 利 用
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Development of the Vegetable Producting Management and Land Utilization in Hthland cool area
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1 は じ め に

本県のレタス生産は,平場を主体にした 6～ 7月 の短期

出荷のため,高冷地において野菜産地を形成 し,出荷期間

を拡大することによって市場競争を強化することが望まれ

ている。

そこでここでは,標高750″ の立地条件を活用 して,畜産

農家が経営規模拡大を図るため牧草地を畑に転換し,レ タ

ス,ダイコン等を導入している川井村区界地区の事例を紹

介し今後における畜産と野菜作復合経営の方向を検討する。
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2 区界地区の野菜産地化

(1)集落 : 区界はヨヒ上山地に位置する兜明神獄裾野に広

がる標高750πの台地で,集落の中央を国道 106号線が通

っており,農家戸数は14戸 と少ない。

0)気象 1 年平均気温は,Cで,特に 7～ 8月 の最高気

温は25℃ を越えることが少なく,レ タス,ダイコンの栽培

に適している。

●)土壌 : 黒色火山灰土壌で燐酸吸収係数は2000～2500

と高い。

増加し,現在では畑地面積の27%を 占めるまでになった。

現在の品目別栽培面積はレタス34カα,ダイコン36滋
,

ハクサイ24″ ,キ ャベツ14カ で́ レタスが主体である。

0)転換畑の作付体系 : 当地区では毎年レタス栽培面積

の約20%を牧草畑に環元し,同時に牧卓畑を普通畑に転換

している。牧草畑を普通畑に転換 した場合, 2年間デント

コーンを作付 し,それによって牧草の再生とギシギシなど

表 2 レタス等を中心とした作付体系

農家22戸,区界地区に入植, 1戸当たり畑地 4滋ずつ配分される。

奄黒b8雀最培子ヱ,稗
,種バ レイショ,南部かんらん等を栽培 (た だし,南部かんらんは

農耕馬の飼養 (各戸 1頭ずつ飼育)

酪農経営の開始 (昭和38年ころより規模拡大)

牧草,デントコーンの栽培開始
開田により水稲栽培 (46年以降全面積転作)

レタスの栽培始まる (野菜移出業者指導による)

大根の栽培始まる (販売用)
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事業の実施

“

)野菜産地化の経過 : 昭和40年以降レタスを主体に発

展 し,現在の野菜栽培面積は186滋 に伸びている。

3 畜産と野菜作の複合経営による土地利用

(!)家畜飼養状況 : 当地区は酪農地帯として発展してき

たが,現在は14戸中12戸で乳用牛を飼養, 1戸当たり平均

96頭を飼養 している。また,畑地692たのうち牧草など

の飼料作物が50滋 (722%)栽培されている。

0)野菜栽培の状況 : 57年度から全農家に野菜が栽培さ

れ,乳用牛を飼養しない 2戸は野菜専作経営である。

野菜栽培面積は45年 5カα,55年 114滋 ,58年 186滋 と年々

表 1 野菜産地化の経過 (川井村区界地区)
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の雑草の発生を防止するとともに,土壌の1巴沃化をはかり,

その後レタスを 3か年間作付するようにしている (表 2)。

●)厩肥の地域内交換 : 野菜専作農家の2戸 は普通畑

の一部を有畜農家に貸し,その見返 りとして 厩肥の供給

を受け地力の維持増進をはかっている。

4 レタスの連続栽培

レタス栽培農家の作付回数をみると,4～ 10回が 3戸
,

(1昨付回数

58年度の作付回数は24回で播種は 4月 14日から7月 18日

までの期間 ,平均播種間隔日数 4 5日 ,ま た,定植時期

は 5月 13日 から8月 6日 までの期間となっている(表 4)。

11～ 24回が11戸 (786%)で全体として15回前後となって

いる。

1回当たり作付面積は,畜産と野菜作複合経営であるこ

とと,労働力が夫婦 2人という条件から平均45α である。

事例農家によってその概要をみると,こ の農家はレタス

を41年から栽培し,栽培面積は41年 5α ,45年 20α ,48年

50σ ,51年 70´ ,55年以降は100ι と規模拡大を図ってい

る(表 3)。

表4 レタスの作付方式 (事例農家・58年度)
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タス栽培に従事しており,乳用牛とあわせて労働力の合理

的配分と有効利用をはかっている。

(4'生産 販売状況

57,58年度に生産 したレタスの月別販売状況は表 5の と

おりであるが,長期間にわたり市場へ出荷 しているため
,

市場価格に高低があっても全期間を通じてその影響が緩和

されている。また,全出荷量に占める8月 の出荷量割合は

57年424%,58年 504%と 高く市場価格も8月 は両年とも

1,300～ 1,400円 台と高価格を形成 している。

5 ま め

(2)収穫時期と期間

収穫は 7月 1'日からはじまり10月 10日 までで,収穫日数

は86日 間と長期間にわたっている。特に盛夏期に当たる 8

月中の収穫割合は50%に 及び有利な販売を実現している。

。)農業労働力の有効利用

4月 上旬からレタスの栽培準備,播種,定植,病害虫防

除,収穫作業,跡地整理と10月 中旬までそのほとんどがレ

高冷地の条件を活用し牧草とレタスを組合せた合理的輪

作により生産を安定化するとともに労働力の有効活用,市

場価格変動に対する危険分散を図るなど,技術合理性と経

済的合理性を実現 している。

この事例を他地域に適用することは,そ の置かれている

自然的,社会条件により異なるが,本事例は今後における

望ましい野菜産地化の定着条件と野菜作F.k営の方向を示唆

しているものと考える。
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表 3 調査農家における作目別栽培面積
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表 5 レタスの生産販売状況
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